Dynamic tone characteristics of Japanese observed in spontaneous utterances (Article) by 佐藤, 大和 et al.
東京外国語⼤学語学研究所『語学研究所論集』第 25号 (2020), pp.1-18.    
Tokyo University of Foreign Studies, Journal of the Institute of Language Research No.25 (2020), pp.1-18. 
 
<論文>  
– 1 – 
自発発話音声から見た日本語音調の動態 



















Abstract: This paper describes several analyzed results of phrase intonation characteristics and tonal dynamics of 
Japanese accents in spontaneously uttered Japanese. Speech materials for the analysis are monologue talks by three 
speakers of Tokyo dialect accent selected from “The Corpus of Spontaneous Japanese”. Two intonation styles observed 
in spontaneous utterances are firstly shown. One is prominent-type intonation including saliently uttered accentual 
phrases, and the other is monotonously spoken non-prominent-type intonation. The asymptotically declined intonation, 
which is typical in read speech of arranged text, is little observed in both intonation styles. Secondly, the paper reports 
dynamic tone forms of accented syllables such as “rising”, “falling” and “level” tones, the relationship between tonal 
control and articulatory timing, and causes of the delayed pitch-falling phenomena that the accent position shifts from 
an accented syllable onto a succeeding syllable. And moreover, a structural model of pitch frequency contour in the 
accentual phrase of Japanese is discussed. 
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 分析資料として，国立国語研究所「日本語話し言葉コーパス(CSJ)」の中の東京方言話者 3 名の独話資




Semitone(ST)を求め，F0 と ST の双方から音調特性と音韻区分，アクセント部分，音調句区分等との関係
を分析した．Semitone は，話者ごとの音域の違いを正規化して比較できる利点があり，本論文では ST の
分析結果を主に示す．Semitone は以下の式で求められる． 
 
                     Semitone (ST) = 12*log2 (F0/F0b) 
 
ここで，F0b は各話者の発話段落末の基底ピッチ周波数であり，発話全体の音調特性を観測して決めら
れた．F0b の値は，女性話者 FA では 135 Hz, 話者 FB では 140 Hz，男性話者 MA では 80 Hz とした．
Semitone は，1オクターブの音域を 12段階で表現するスケールとなっており，各発話者ともピッチの変
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（２）分析の音声区分 
 分析資料の独話音声は，比較的長いポーズで区切られた発話段落（Utterance Group）から構成される
が，その段落をまず発話単位（Utterance Unit: UU）の系列として区分化する．UU は，発話連続を構成す
るまとまりのある発話区分であって，その音声上の区分設定としては，一定長のポーズ，句末における
上昇や上昇・下降の境界音調の存在，フィラーの存在，句末母音の引き延ばし等を参照し，さらに一定



























れない（佐藤 2018A）．図 1図 2 に，男性話者：MA と女性話者：FA の句音調の一例を示す．図中，母
音，撥音部のピッチは 10 msec 毎の〇印で，子音のうち接近音，鼻子音等はグレーの塗りつぶしで示し






れ，その区分の連続によって発話単位が構成されているように見受けられる．図 1 の話者 MA の場合，
フィラー的発話「そう」と発話単位末の上昇境界音調の要素「ものね」を除くと，「みんなに」「夢を与 
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図 1 句音調の分析例－卓立型音調様式の場合 1（話者：MA） 
 
 
図 2 句音調の分析例－卓立型音調様式の場合 2（話者：FA）（(i)は無性化母音を示す） 
 
えるような」の二つのアクセント句から成り立っている．「みんなに」は，4 ST ほどの高さから上昇開
始があり，開始と同じ 4 ST の高さに戻る．「夢を与えるような」も同様に 4 ST から再び上昇し，「与え
る」で 4 ST に戻ったのち「ような」で終結音調の 0 ST に降下したあと句末上昇に転ずる．図 2 の話者
FA では，話者 MA と同様にアクセント句の上昇開始は 4～6 ST程度であり，上昇ののち 4 STほどに降







く音調下降領域となっている．句が開始されて再び降下するおおよそ 4 ST の高さは，発話努力の要し
ない楽に発声できるレベルであるが，発話単位や発話段落の終わりの 0 ST 程度へと向かう音調下降で
は，声を低める一定の発話努力が必要なのではないかと考えている．ちなみに 0 ST を音階の「ド」とす






























n   a] N k  a   do]osh(i)taNdaroo  n  [a Q t e y u u  n aN to n a]k u u
話者FA：「何かどうしたんだろうなってゆう何となく」
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図 3 句音調の分析例－非卓立型音調様式の場合（話者：MA） 
 
 
図 4 平板型アクセントが連続する場合の句音調の例－漸次降下型音調様式（話者：MA） 
 










































t   a   i   s  a  k u ŋ a      t  a    t e   ts  u z u  k e  n  i   k  o o    k   a  i   s  a r e m  a  sh(i)t  e
話者MA:「大作が立て続けに公開されまして」







・下降音調(Falling Pitch: FP)：下降ピッチの音調形式 
 ・平坦音調(Level Pitch: LP)：拍内ピッチの傾きの絶対値が 0.1 ST/フレーム 未満の場合を平坦のピッ
チとした． 
 ・上昇音調(Rising Pitch: RP)：上昇ピッチの音調形式 
・その他，上昇・下降音調(Rising+Falling Pitch: R&FP)，平坦・下降音調(Level+Falling Pitch: L&FP)など
も設定したが，これらは数が少ない． 
図 5 は 1 型（頭高）アクセントの「猫」という語を含む種々の句における音調パタンである（話者：
FB）．アクセントのある第 1 拍目の音調形式は，左図の 2例では下降音調(FP)と平坦音調(LP)であり，右
図の 2例はともに上昇音調(RP)で，そのうちの一つ「猫も」では後述するアクセントの遅下がり現象を
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図 6 アクセント位置の生起位置とその生起度数（1 型アクセントの場合 話者：FB ） 
 
横軸は音韻境界から測ったアクセント位置を 10 msec 毎のフレーム単位で示している．境界に隣接す
る直近フレームは±10 msec となる．アクセントのある第 1 拍を C1V1（C:子音, V:母音），後続拍を C2V2





 C1|V1境界近傍にアクセント位置が分布する音声は，その 90% が下降音調であり，V1|C2境界近傍に
アクセント位置がある音声のうち，その 72% が上昇音調で 27% が平坦音調であった．C2|V2境界の右
側すなわち V2 に分布するアクセントは所謂「遅下がり」のものであり，その 72% は上昇音調であった．
















表 1 は発話者：FB の場合の遅下がりの生起数をアクセント型毎に示したものである．この発話者の場
合，合計 81例の遅下がりが確認されたが，これは発話の全アクセント単位の 15.6%に当たる．なお，ア
クセント型は先頭から数えたアクセント拍の位置で示した（1 型ア，など）．表１から「遅下がり」は 1
型アクセントで著しく多く(72.8%)，また 1 型アクセントの全抽出例のうちその 1/4 が「遅下がり」であ













10   20   30   40                            -40 -30  -20  -10          10   20   30   msec
アクセント拍内母音区間 後続拍母音区間
C2|V2境界C1|V1境界 V1|C2境界
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表 1 アクセントの「遅下がり」生起数（アクセント型別，話者：FB） 
 1 型ア 2 型ア 3 型ア以上 計 
遅下がり生起数 59 (72.8%) 11 (13.6%) 11 (13.6%) 81 
 
表 2 アクセント拍の音調形と「遅下がり」の生起数の関係（話者：FB） 
 1 型アクセント ２型アクセント 
アクセント拍音調形 F L R & RF F L R & RF 
遅下がり生起数 3 7 47 0 2 9 
割 合 5.1 % 11.9 % 79.7 % 0 % 18.2 % 81.8 % 
 
 表 2 は，同一話者におけるアクセント拍での音調形と遅下がり数との関係をまとめたものである．こ
こで(R&RF)の欄は上昇に関わる二つの音調（上昇および上昇・下降）の生起数である．1 型および 2 型
アクセントとも，上昇に関わる音調(R&RF)の生起数が全体の約 8割を占め，アクセント拍での上昇関連
音調と遅下がり現象との間に強い相関のあることが分かる．つまり，アクセントの遅下がりは，アクセ
ントが 1 型か 2 型であって，かつアクセント拍が上昇音調に関係する場合により多く生起するというこ














下の契機（アクセント位置）が認められる．同様にして「検査が」では第 2 拍の撥音/N/上に，「長くて」 
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の現象が見られる．図 8 は，男性話者 MA による 3 型アクセントの語を含む例「ありえないようなこと」
の音調パタンである．/arie]nai/における 3 拍目の/e/にアクセントがあるが，/e/ではアクセントに伴う音
調が上昇し，その上昇が後続子音の/n/まで持続する．ピッチが反転下降する変曲点（アクセント位置）

































a    r i    e] n   a     i y  o o   n    a       k o      t     o
話者MA:「ありえないようなこと」



































れる．図 10 は，2 型アク
セントの発話「デパ]ート
の」の音調パタンである．




   図 10 長音節にアクセントがある場合の「遅下がり」例            にある．音節内では音調下
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降はほとんどなく，急峻な音調降下はアクセント拍より 2 拍遅れた拍/to/に見られる．このようにアクセ











（脚）リズムである．図 11 と 
図 12 にフットリズム発話の場合 












る. 図 12 は「夜遅く」の発話例 
図 12 フットリズムの発話と「遅下がり」(2)             であるが，(よ]る) (おそ)(く)のよ 









































図 14 は，「何を見ても」の例であ 
り，音声区分「何を」と「見ても」
のいずれも「遅下がり」である． 
 図 14 アクセント拍が上昇調でない場合の「遅下がり」(1)       後者の「見ても」では，アクセント 


























n           a]          n       i             o          m     i]            t     e     m    o
話者FB「何を見ても」
自発発話音声から見た日本語音調の動態, 佐藤大和 
Dynamic tone characteristics of Japanese observed in spontaneous utterances, Hirokazu Sato 
– 13 – 












 前節で述べた「遅下がり」現象の一例である図 7 を見てみると，音調パタン上のアクセント位置から
次の拍末への音調降下量は 3 つのアクセント句とも 2 ST 以下であり非常に小さい．図 16 と図 17 は，
同じ話者 FA の発話例であり，アクセント位置と後続拍の音調降下の例を示したものであるが、同様の
性質が見られる（↑：アクセント位置，↓：後続拍末）． 






の降下量は 2 ST以下である． 
図 17 では最初のアクセント句「お 
箸が」/oha] shiŋa/もまた「遅下がり」 
図 16 アクセント位置と後続拍への音調降下例(1)     であり，アクセント位置の母音内音 
                            調降下は 3 ST 程度であるが，アクセ 













図 17 アクセント位置と後続拍への音調降下例(2)                  17 の「人は」において音 
















o    h a]  sh i ŋ a ts(u) k  a   e  n  a  i  h(i)t o] w a
話者FA:「お箸が使えない人は」










は平坦音調の場合 2～3 ST であり，下降音調の場合のアクセント拍内下降量は 1.4 ST程度であることを


















図 18 アクセント句連続の場合の第 1 拍目の音調特性例 
 















k(i)    m    o     ch i wa   y          o]       k  u w  a           k    a]  r  u
話者MB:「気持ちはよく分かる」
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    図 19 主要アクセント句に従属する句の音調パタン例（図 1 の一部再掲） 
 
る（点線下降矢印で示す）．/ataeru/は平板アクセントであり，１拍目/a/は「低」であるが，実際には 22 























   開始(Onset)－上昇部(Rising)－動態核(Dynamic kernel)－ 
アクセント終結部(Accent coda)－句終結部(Phrase ending) 
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 アクセントの動態核は，現在のところ原則 2 拍と考えておく．その 2 拍の動態核の音調パタンは， 
（a）下降−下降（b）平坦−下降（c）上昇－下降（d）上昇－上昇，等のパタンが観測される．（a）と（b）
は，非卓立型様式の発話，3 型以上のアクセントの語，平板型アクセント要素に後続する語などに見ら















図 20 アクセント句の構造モデルとその音調パタン 
 
9. アクセント句のその他の音調特性 









ンである．これを仮に継起ダブルアクセント(Sequential double accents)と呼んでおく． 
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s    e      N  j     i      ts   u   n   o k    o      t     o    n       a        N   d  e    s
傾き：-0.44 ST/FR
話者FB「先日のことなんです」
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